
St. Luke's International University Repository

Professional identity development in midwifery:
literature review

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2023-04-03

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 林田, 聖子

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.34414/00016719URL
This work is licensed under a Creative Commons
Attribution-NonCommercial-ShareAlike 3.0
International License.

http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/


総　説

助産師の職業的アイデンティティ形成に関する文献レビュー
林田　聖子1），2）

Professional identity development in midwifery: literature review

Seiko HAYASHIDA 1），2）

〔Abstract〕
<Objective> The objective was to review the domestic and international literature for factors that 
influence the formation of professional identity, which is the foundation on which midwives develop 
their career.
<Methods> Searches of the Central Journal of Medicine (Web ver. 5), CiNii Research, and J-STAGE 
databases in Japan, and Embase, PubMed, and CINAHL internationally were conducted.
<Results> From the 19 articles that describe to the formation of professional identity in midwifery 
students or midwives, codes were extracted. Midwifery students extracted two categories 【Self-
esteem】,【Vision of self-actualization】, and four subcategories 《Self-affirmation》，《Achieve practical 
goals》，《Career designing》，《Opportunities for self-improvement》. Midwives were extracted in four 
categories 【Competency as a midwife】,【Vision as a midwife】,【Work-engagement】,【Work 
environment for professionalism】and ten subcategories 《Self-esteem》,《Professional self-efficacy》,

《Midwifery perspective cultivation》,《Setting role models》,《Opportunities for self-improvement》,
《Mentor’s presence》,《Career design》,《Positive evaluation of job duties》,《Satisfaction with the work 
environment》,《smooth collaboration with other professionals》. 
＜Conclusion＞ The factors influencing the formation of midwives’ professional identity were identified. 
It is important to provide education to encourage the development of professional identity and work 
environments to demonstrate professionalism.
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〔要 旨〕
〈目的〉国内外の文献をレビューし助産師のキャリア構築の基盤となる職業的アイデンティティ形成に影
響する要因を明らかにする。〈方法〉データベースは医中誌Web版，CiNii research，J-STAGE，
Embase，PubMed，CINAHLを用いた。〈結果〉助産学生または助産師の職業的アイデンティティ形成
を記述した19文献から，職業的アイデンティティ形成に影響する要因を抽出した。助産学生は 2 つのカ
テゴリー【自己肯定感】，【自己実現へのビジョン】と 4 つのサブカテゴリー《自尊感情》，《実習目標到達》，

《キャリアデザイン》，《自己研鑽の機会》が抽出された。助産師は 4 つのカテゴリー【助産師としてのコ
ンピテンシー】，【助産師としてのビジョン】，【ワークエンゲイジメント】，【専門性を発揮する職場環境】
と10のサブカテゴリー《自尊感情》，《職業的自己効力感》，《助産観の醸成》，《役割モデルの存在》，《自
己研鑽の機会》，《メンターの存在》，《キャリアデザイン》，《肯定的評価》，《職場環境への満足》，《他職
種との円滑な連携》が抽出された。〈結論〉助産師の職業的アイデンティティ形成に影響する要因が明ら
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かになった。職業的アイデンティティ形成を促すための教育と専門性を発揮する職場環境が重要となる。

〔キーワーズ〕  助産師，職業的アイデンティティ，文献レビュー

Ⅰ．緒　言

　日本における周産期医療は，ハイリスク妊産婦やハイ
リスク新生児に対応するため，総合周産期母子医療セン
ターが設置され，諸外国に並ぶ高水準の医療を提供し，
周産期死亡率は減少した。しかし，少子高齢化による出
生数の減少，産科医不足による産科病棟の閉鎖という社
会的問題に直面し，出産施設は減少の一途である。また，
2003年に病床利用率の向上を目的に診療群分類包括評価

（DPC）が導入され，2012年には分娩取り扱い病院の約
8 割が産科混合病棟に移行している1）。 
　産科混合病棟の助産師の業務環境の実態は，混合と
なっている診療科数は最大で11診療科あり，年間分娩件
数が1000件という病院においても混合病棟になってい
る2）ことから，助産師は様々な診療科の看護を行うため
の幅広い知識と技術を求められている。そのため，助産
師はジェネラリストとスペシャリストの均衡を保つよう
な働き方の検討が課題3）となっている。
　日本看護協会は「すべての妊産褥婦と新生児に助産師
のケアを提供する」ことを目的に，安全・安心で切れ目
のない妊娠・出産・育児環境の整備に向けて，働く場と
働く助産師の実践能力強化を課題に挙げている。その中
で産科混合病棟における周産期医療の質の確保を目指し
た管理として「産科混合病棟ユニットマネジメント導入
の手引き」4），「助産師の必要人数算出に関する提案」5）

を提示し，積極的な取り組みを推奨している。
　しかし，妊産褥婦に対する助産ケアについては，分娩
期看護では看護師と協働し，職種別の専門性に応じた役
割分担がみられている6）が，産褥早期においては，退院
後の生活に関する指導が不十分7）となっていることや，
看護ケアの計画や評価，母乳栄養の確立など時間を要す
る緊急度の低い「性質」の看護ケアが不十分7）とされて
おり，十分な助産ケアが提供できているとは言い難く，
助産師は専門性を発揮されていないことが推察される。
一方，「妊娠～産後の継続ケア」を可能な形で行うこと
で専門性が発揮でき，助産師のモチベーションや就業継
続が図れる8）ことから，管理者は助産師の専門性が発揮
され，キャリア構築を支援する職場環境の調整が責務と
なる。
　また，助産師の職業的アイデンティティの形成の起点
は職業選択動機にあり，キャリアの始点3）とされること
から，助産師教育では多様な状況に対応できる助産師を
育成するために，職業的アイデンティティ形成を支援す

る教育が求められる。
　そこで本研究は，国内外の文献をレビューし，助産師
のキャリア構築の基盤となる職業的アイデンティティ形
成に影響を及ぼす要因について明らかにする。

【用語の定義】　
職業的アイデンティティ（職業的同一性：occupational 
identity，vocational identity）
　職業集団のもつ規範や価値体系との相互作用の中で自
覚される主観的な感覚9）であり，一定の資格を有する専
門家になって初めて可能となる。専門職の場合には，こ
れを「専門家アイデンティティ（professional identity：
専門家同一性，専門的アイデンティティ）」と呼んで区
別することもある10）。

Ⅱ．方　法

1 ．対象文献の抽出（図 1 ）
　国内のデータベースは，医学中央雑誌Web版（Ver.5），
CiNii research，J-STAGEを用いて論文形式や収載誌の
発刊年を限定せず検索した。〔検索日2022年 5 月 1 日〕
国外のデータベースはEmbase，PubMed，CINAHLを
用いて論文形式や収載誌の発刊年は限定せず検索した。

〔検索日2022年 5 月15日〕
　キーワードは，聖路加国際大学学術情報センターの専
門員のコンサルテーションを受け，本研究の目的を踏ま
えたキーワードを用いた。和文文献では，「助産師/助産
婦」AND「アイデンティティ」OR「プロフェッショナ
リズム」OR「職業意識」OR「専門性」OR「プロフェッ
ショナル」OR「コンピテンス」とし，重複論文を除き
53件 を 対 象 と し た。 英 文 文 献 は，「midwife」OR

「midwives」OR「nurse midwife」AND「professional 
identity」OR「professionalism」OR「professional 
competence」とした。重複文献を除き，学会誌に収載
されていた584件を対象とした。
　一次スクリーニングでは，タイトルと抄録を確認し，
職業的アイデンティティの記載がされており，全文入手
可能な文献を抽出した。二次スクリーニングでは，抽出
した72文献の全文を精読し，調査対象が助産師学生また
は助産師で，かつ，助産師の職業的アイデンティティ形
成の記述がある19文献（国外 6 件，国内13件）を対象と
した。
　本研究の対象は助産師であるが，助産師教育における
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専門的自立能力の育成として，助産師の職業的アイデン
ティティ形成がミニマム・リクワイアメンツに位置づけ
られていることから，助産学生を対象とした文献も含め
ることとした。

2 ．分析方法
　対象文献をタイトル，著者，発行年，ジャーナル名，
対象，目的，研究方法，結果，結論，課題に分けてマト
リックスを作成し，職業的アイデンティティ形成に影響
する要因を抽出した。抽出した部分から，職業的アイデ
ンティティを「高める要素」と「脅かす要素」を成すコー
ドを抽出しカテゴリー化した。
　研究対象は，助産学生と助産師/助産婦が混在してい
たため，それぞれの特徴から類似性をふまえて対象別に
分析した。

Ⅲ．結　果

1 ．文献の概要 
　検索の結果，和文文献は，職業的アイデンティティ形
成に関する記述がある13文献を対象とした。そのうち助
産師/助産婦を対象とした文献は 7 文献で，助産学生を
対象にした文献は 6 文献であった。
　英文文献は，職業的アイデンティティ形成に関する記

述がある 6 文献を対象とした。対象は，助産師や助産学
生だけではなく，看護師や医療系学生（health care 
students）など複数の専門領域を含めていたため，助産
師または助産学生が包含される内容から職業的アイデン
ティティ形成に影響を及ぼす要因を抽出した。そのうち，
助産師を対象とした文献は 4 文献で，助産学生を対象と
した文献は 2 文献であった。
　対象文献の発刊年は2002年から2021年で，年代別にみ
る と，2021年 は 2 件，2019年 は 4 件，2018年 は 3 件，
2014年は 3 件，2020年，2017年，2011年，2010年，2009
年，2008年，2002年は各 1 件であった。研究デザインは，
質的研究は 7 件，現象学的研究は 1 件，混合研究法は 2
件，量的研究は 9 件であった。量的研究における職業的
アイデンティティの測定尺度には，医療系大学生用職業
的アイデンティティ尺度，助産師の職業的アイデンティ
ティ尺度が用いられていた。

2 ．文献の分析
　対象文献から助産学生と助産師/助産婦の職業的アイ
デンティティ形成に影響する要因について主な記述を抽
出した。得られたコードからサブカテゴリーを作成し，
類似した記述内容を質的に統合し，カテゴリーに分類し
表にまとめた。（表 1 ，表 2 ）
　以下，カテゴリーを【　】，サブカテゴリーを《　》

データベース　　総数n=1200
　国外：Embase（n=441），PubMed（n=194），CINAHL（n=374）
　国内：医学中央雑誌Web版（n=133），CiNii research（n=30），J-STAGE（n=28）

＜除外基準＞
重複文献，会議録，雑誌コラム，抄録がない（n=8），
言語が英語ではない（中国語n=1）

<1次スクリーニング>
 　タイトル・抄録 国内n=53 国外n=584 n=637

＜除外基準＞
職業的アイデンティティの記載がない
全文入手不可 (n=17)　

<2次スクリーニング>
　 論文全文  国外n=40 国内n=32 n=72

＜除外基準＞
調査対象が助産師または助産学生ではない
助産師の職業的アイデンティティ形成に関する記載がない
資料の分析（n=4），文献レビュー（n=3）

<対象文献>  国外n=6 国内n=13 n=19

図 1 ．文献抽出のフロー
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として表記する。

1  ）助産学生の職業的アイデンティティ形成に影響する
要因　（表 1 ）

　助産学生の職業的アイデンティティの形成に影響する
要因として， 2 つのカテゴリー【自己肯定感】，【自己実
現へのビジョン】と 4 つのサブカテゴリー《自尊感情》，

《実習目標到達》，《キャリアデザイン》，《自己研鑽の機会》
が抽出された。

（ 1 ）【自己肯定感】
　サブカテゴリーは，《自尊感情》，《実習目標到達》の
2 つで構成された。
　《自尊感情》には，「自尊感情の高さ」11）や「厳しい選
抜試験を潜り抜けた強み」12），「自己効力感の高さ」13），
実習における「肯定的感情を伴う体験」14）, 15）があり，自
分自身をポジティブに捉えることは職業的アイデンティ
ティを高めていた。
　《実習目標到達》には，「分娩介助実習到達度の高
さ」11），「適切な時期に内診ができること」11）があり，
自己成長を実感できることは，職業的アイデンティティ
を高めていた。
　一方，分娩介助実習は，緊張や不安を伴うことから「否
定的感情を伴う体験」14）になりやすく，職業的アイデン
ティティを脅かしていた。 

（ 2 ）【自己実現へのビジョン】
　サブカテゴリーは，《キャリアデザイン》，《自己研鑽
の機会》の 2 つで構成された。
　《キャリアデザイン》には，「産科で見た助産師に対す
る憧れ」12），「志望動機」13），「就業継続の意志の強
さ」12） があり，なりたい助産師を目指すことは，職業

的アイデンティティを高めていた。
　《自己研鑽の機会》には，「妊娠期のシミュレーション
教育」16），「専門的な助産実践の準備状況を確認するた
めに設計されたeポートフォリオ形式のキャップストー
ン評価」17），「看護学，助産学，救急医療，医学，理学
療法学，栄養学の学生が共同学習を行うインタープロ
フェッショナルラーニング（IPL）」18） があり，実践力
を高める機会は，職業的アイデンティティも高めていた。

2  ）助産師/助産婦の職業的アイデンティティ形成に影
響する要因（表 2 ）

　助産師の職業的アイデンティティの形成に影響する要
因として， 4 つのカテゴリー【助産師としてのコンピテ
ンシー】，【助産師としてのビジョン】，【ワークエンゲイ
ジメント】，【専門性を発揮する職場環境】と10のサブカ
テゴリー《自尊感情》，《職業的自己効力感》，《助産観の
醸成》，《役割モデルの存在》，《自己研鑽の機会》，《メンター
の存在》，《キャリアデザイン》，《肯定的評価》，《職場環
境への満足》，《他職種との円滑な連携》が抽出された。

（ 1 ）【助産師としてのコンピテンシー】
　サブカテゴリーは，《自尊感情》，《職業的自己効力感》
の 2 つで構成された。
　《自尊感情》には，「モチベーションを高める経
験」19），「就職後の肯定的感情を伴う体験」20），「学生時
代の肯定的感情を伴う体験」20），「専門職としての自信
と自尊心」21） があり，ポジティブな経験は職業的アイ
デンティティを高めていた。
　一方，「（地域助産師は）社会的地位や認知度が低い現
状」22） や「モチベーションを下げる経験」19），「性役割
態度における伝統志向的態度」20），「就職後の否定的感

　　　　　　　　　　　　　　　表 1 ．助産学生の職業的アイデンティティ形成に影響する要因　　　　　（グレー：脅かす要素）
カテゴリー サブカテゴリー コード 筆者

自己肯定感

自尊感情

（分娩介助実習において）肯定的感情を伴う体験 三谷（2020）
自尊感情の高さ 永橋（2019）
厳しい選抜試験を潜り抜けた強み 鈴木（2019）
自己効力感の高さ 中島（2014）
助産実習での肯定的感情を伴う体験 小泉（2008）

実習目標到達
分娩介助実習到達度の高さ 永橋（2019）

「適切な内診時期を判断」できること 永橋（2019）
（分娩介助実習において）否定的感情を伴う体験 三谷（2020）

自己実現への
ビジョン

キャリアデザイン
産科で見た助産師への憧れ 鈴木（2019）
志望動機 中島（2014）
就業継続の意志の強さ 中島（2014）

自己研鑽の機会

妊娠期のシミュレーション教育 中島（2021）
専門的な助産実践の準備状況を確認するために設計されたeポートフォ
リオ形式のキャップストーン評価 Sidebotham（2018）

看護学，助産学，救急医療，医学，理学療法学，栄養学の学生が共同学
習を行うインタープロフェショナルラーニング（IPL） Hood（2014）
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　　　　　　　　　　　　　表 2 ．助産師/助産婦の職業的アイデンティティ形成に影響する要因　　　（グレー：脅かす要素）
カテゴリー サブカテゴリー コード 筆者

助産師としての
コンピテンシー

自尊感情

モチベーションを高める経験 猿田（2019）
就職後の肯定的感情を伴う体験 佐藤（2011）
学生時代の肯定的感情を伴う体験 佐藤（2011）
専門職としての自信と自尊心 Larsson（2009）

（地域助産師は）社会的地位や認知度が低い現状 諸橋（2021）
モチベーションを下げる経験 猿田（2019）
性役割態度における伝統志向的態度 佐藤（2011）
就職後の否定的感情を伴う体験 佐藤（2011）

職業的自己効力感

（地域助産師は分娩そのものではなく）女性の一生に寄り添い妊娠・出産・
産褥・子育て期と一連の流れにかかわって生涯にわたる継続的な支援がで
きること

諸橋（2021）

院内助産に対応できること 入江（2018）
性役割態度における平等志向的態度 佐藤（2011）
分娩介助件数が多いこと 佐藤（2011）
効果的なケアを追求すること 望月（2010）
緊急時に対応できる能力の必要性を認識する 望月（2010）
産婦との協働に対する満足感 Larsson（2009）
医療技術の進歩やガイドラインの改訂により，助産師の専門的実践が制限
されること Larsson（2009）

知識が豊富で要求の多い現代の親（女性）への対応の難しさ Larsson（2009）

助産師として
のビジョン

助産観の醸成

専門職の在り様の追求 猿田（2019）
「女性とともにいる（being with woman）」ことは助産師のアイデンティティ
と実践にとって不可欠なものとして概念化すること Bradfield（2019）

助産師の存在価値を学ぶ 望月（2010）
助産婦の独自性の追求 細川（2002）

役割モデルの存在
役割モデルの存在がいる 猿田（2019）
役割モデルの存在となる助産師が身近にいる 入江（2018）
役割モデルの存在の有無 佐藤（2011）

自己研鑽の機会

（地域助産師として）自己研鑽や後輩育成の責務 諸橋（2021）
大学院の学びを強みにした看護研究活動 猿田（2019）
継続的に専門能力を育成する Zhang（2018）
新人助産師研修 野口（2017）
リーダーシップ研修 Miskelly（2014）
助産研究の発展 Larsson（2009）

ワークエンゲ
イジメント

メンターの存在
自分を支えてくれる存在の有無 猿田（2019）
先輩助産師の精神的支援 佐藤（2011）
学生時代の教員からの精神的支援 佐藤（2011）

キャリアデザイン

生涯のキャリアプランとして地域助産師を続けること 諸橋（2021）
個人の目標を明確に持つこと 入江（2018）
将来の展望を明確に持つこと 佐藤（2011）
所属する組織が助産婦職としての方向性を明らかにすること 細川（2002）
学生時代と就職後の助産師の仕事認識のギャップ 佐藤（2011）

肯定的評価
職場内で評価されること 細川（2002）
助産業務を上司に理解してもらえていないことへの無力感 猿田（2019）

（医療介入により）助産師としての実践的な技術が評価されないこと Larsson（2009）

専門性を発揮
する職場環境

職場環境への満足

組織や所属部署からサポートされている実感がない Larsson（2009）
地域助産師は収入が少なく，行政のサービスでは役割を発揮できない現状 諸橋（2021）
配置された職場の環境が自分の考えていた助産師のいる職場とはかけ離れ
ていたこと 猿田（2019）

他職種との
円滑な連携

ケア体制の重要性を認識する 望月（2010）
他職種との密接な連携を持つこと Larsson（2009）
助産婦の責務の明確化 細川（2002）
医師との協働に関する戸惑い 細川（2002）
医学主体の産科医療 Zhang（2018）

39林田：助産師の職業的アイデンティティ形成に関する文献レビュー



情を伴う体験」20） は，自尊感情が低くなり，職業的ア
イデンティティを脅かしていた。
　《職業的自己効力感》には，「（地域助産師は分娩その
ものではなく）女性の一生に寄り添い妊娠・出産・産褥・
子育て期と一連の流れにかかわって生涯にわたる継続的
な支援ができる」22），「院内助産に対応できること」23），「性
役割態度における平等志向的態度」20），「分娩介助件数
が多いこと」20），「効果的なケアを追求すること」24），「緊
急時に対応できる能力の必要性を認識する」24），「産婦
との協働に対する満足感」21） があり，助産師としての
自己効力感は職業的アイデンティティを高めていた。
　一方，「性役割態度における伝統志向的態度」20），「医
療技術の進歩やガイドラインの改訂により，助産師の専
門的実践が制限されること」21），「知識が豊富で要求の
多い現代の親（女性）への対応の難しさ」21） は，助産
師としての自己効力感が下がり，職業的アイデンティ
ティを脅かしていた。

（ 2 ）【助産師としてのビジョン】
　サブカテゴリーは，《助産観の醸成》，《役割モデルの
存在》，《自己研鑽の機会》の 3 つで構成された。
　《助産観の醸成》には，「専門職の在り様の追求」19），「“女
性とともにいる（being with woman）”ことは助産師の
アイデンティティと実践にとって不可欠なものとして概
念化すること」25），「助産師の独自性の追求」26）があり，
経験を積み重ねることにより助産観を養うことで，職業
的アイデンティティを高めていた。
　《役割モデルの存在》には，「役割モデルの存在がいる
こと」19），「役割モデルの存在となる助産師が身近にい
ること」23），「役割モデルの存在の有無」20） があり，目
標とする助産師の存在は，職業的アイデンティティを高
めていた。
　《自己研鑽の機会》には，「地域助産師としての自己研
鑽や学習方法」22），「大学院の学びを強みにした看護研
究活動」19），「継続的に専門能力を育成する」27），「新人
助産師研修」28），「リーダーシップ研修」29），「助産研究
の発展」21）があり，実践力や専門性を高める機会は，職
業的アイデンティティも高めていた。

（ 3 ）【ワークエンゲイジメント】
　サブカテゴリーは，《メンターの存在》，《キャリアデ
ザイン》，《肯定的評価》の 3 つで構成された。
　《メンターの存在》には，「自分を支えてくれる存在の
有無」19），「先輩助産師の精神的支援」20），「学生時代の
教員からの精神的支援」20）があり，職場に自分に理解を
示す存在がいることは，就業継続にも繋がり，職業的ア
イデンティティを高めていた。
　《キャリアデザイン》には，「生涯のキャリアプランと
して地域助産師を続けること」22），「個人の目標を持つ
こと」23），「将来の展望を明確に持つこと」20），「所属す

る組織が助産婦職としての方向性を明らかにするこ
と」26） があり，理想のキャリアを構築していくことは，
職業的アイデンティティを高めていた。一方，新人助産
師は「学生時代と就職後の助産師の仕事認識のギャッ
プ」20） が生じることで，就業継続が困難になりやすく，
職業的アイデンティティを脅かしていた。
　《肯定的評価》には，「職場内で評価されること」26）が
あり，専門職として評価されることは，職業的アイデン
ティティを高めていた。
　一方，「助産業務を上司に理解してもらえないことへ
の無力感」19），「（医療介入により）助産師としての実践
的な技術が評価されないこと」21） があり，助産師の専
門性を評価されないことは，職業的アイデンティティを
脅かしていた。

（ 4 ）【専門性を発揮する職場環境】
　サブカテゴリーは，《職場環境への満足》，《他職種と
の円滑な連携》の 2 つで構成された。
　《職場環境への満足》には，「組織や所属部署からサポー
トされている実感がない」21），「地域助産師は収入が少
なく，行政のサービスでは役割を発揮できない現
状」22），「配置された職場の環境が自分の考えていた助
産師のいる職場とはかけ離れていた」19） があり，職場
環境に対する不満は職業的アイデンティティを脅かして
いた。
　《他職種との円滑な連携》には，「ケア体制の重要性を
認識する」24），「他職種との密接な連携」21），「助産婦の
責務の明確化」2）があり，他職種，特に医師との協働が
円滑であることが，職業的アイデンティティを高めてい
た。
　一方，「医師との協働に関する戸惑い」26），「医学主体
の産科医療」27） は，専門職間の不均衡を感じ，職業的
アイデンティティを脅かしていた。

Ⅳ．考　察

1  ．助産学生の職業的アイデンティティ形成に影響する
要因

1 ）自己肯定感
　【自己効力感】を構成する要素として《自尊感情》，《実
習目標到達》が抽出された。
　助産学生にとって，分娩介助実習は職業的アイデン
ティティ形成に大きな影響を受ける要因となっていた。
　分娩介助実習到達度が高く11），中でも「適切な内診時
期を判断」できること11）は，分娩経過を適切に判断でき
たと自己評価できる。そのため，自尊感情を尊重しなが
ら分娩介助実習の到達度を高める教育的支援11）を行うこ
とは，学生の臨床判断や助産技術の向上の機会となる。
　また，助産師になるために厳しい選抜試験を乗り越え
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られたこと12）や，自己効力感の高さ13）は強みになるが，
分娩介助実習における否定的感情を伴う体験15）は，学生
の内面的な自己の課題が浮き彫りになり15），助産師とし
てのアイデンティティ形成に揺らぎが生じ，職業的アイ
デンティティ形成が脅かされる要因になる。
　助産実習におけるリアリティショックの強弱とその立
ち直りの過程において職業的アイデンティティの形成ポ
イントがあり14），職業アイデンティティは肯定的感情を
伴う体験14），15）と共に形成されていることから，否定的感
情を肯定的感情に転化できるような教育支援の必要性14）

があり，学生のレディネスを考慮した関わりが重要とな
る。

2 ）自己実現へのビジョン
　【自己実現へのビジョン】を構成する要素として《キャ
リアデザイン》，《自己研鑽の機会》が抽出された。
　助産師への憧れや尊敬を感じること12）や専門的な知識
や技術を身につけたいという志望動機13）は，職業的アイ
デンティティ形成の起点となり，就業継続意志の強さ13）

は，理想とする助産師像への意識を高め，助産師として
のキャリアデザインを考える機会となる。
　職業的アイデンティティ形成を高める学習の機会に
は，妊娠期のシミュレーション教育16），看護学，助産学，
救急医療，医学，理学療法学，栄養学の学生が共同学習
を行うインタープロフェショナルラーニング（IPL）18），
専門的な助産実践の準備状況を確認するために設計され
たeポートフォリオ形式のキャップストーン評価17）など
があり，自分の課題を客観的に評価し，実践力を強化す
ることは，自己研鑽の機会となる。さらに，主体的学習
意欲を向上させることや学生の特質に応じた教育的支援
を強化13）することにより，自己実現へのビジョンが明確
となり職業的アイデンティティ形成が高められる。 
　また，学習者が「個としてのアイデンティティ」を形
成するために，その専門職の実践共同体（中心的世界）
に正統性を認め，学びの方向性や意義を自覚した上で，
そこにいくという自己決定（危機）を行い，自らその実
践共同体に コミットメント（積極的関与）することが
重要である30）ことから，教員は，学習の機会を自己研鑽
と捉え，自己実現へのビジョンを具現化していくための
キャリア支援が望まれる。

2  ．助産師/助産婦の職業的アイデンティティ形成に影
響する要因

1 ）助産師としてのコンピテンシー
　【助産師としてのコンピテンシー】の構成要素として

《自尊感情》，《職業的自己効力感》が抽出された。
　助産学生時代に体験した肯定的感情を伴う体験や就職
後の肯定的感情を伴う体験 20）は強みになり，助産師の

職業的アイデンティティ形成の基盤となる。また，性役
割態度における平等志向的態度 20）や専門職としての自
信と自尊心21），モチベーションを高める経験 19）は，助産
師としてのやりがいを感じ自尊感情を維持することがで
きる。
　助産師の実践力として重要視される分娩介助に対する
捉え方は，助産師の活動の場によって特徴がみられた。
勤務助産師は，分娩介助件数が多いこと20），院内助産に
対応できること23），緊急時に対応できる能力の必要性を
認識する24）ことなど，自らの判断のもとに助産ケアを展
開し，産婦との協働に対する満足感を得ること21）で助産
師の専門性が発揮されると感じていた。一方，地域助産
師は，分娩そのものではなく，女性の一生に寄り添い妊
娠・出産・産褥・子育て期と一連の流れにかかわって生
涯にわたる継続的な支援ができること22）など，包括的な
ケアの実践に助産師の専門性を感じていた。これらのこ
とは，勤務助産師も地域助産師も活動の場所に応じて職
業に対する自己効力感を持つことで，助産師としての存
在価値を見出していると言える。
　しかしながら，社会的地位や認知度が低い現状や 22），
就職後の否定的な体験 20），性役割態度における伝統志
向的態度 20）は，助産師としての自尊感情が脅かされる。
さらに，医療技術の進歩やガイドラインの改訂により助
産師の実践範囲が制限される21）ことや知識が豊富で要求
の多い親（女性）は対応が困難になる21）ことは，助産師
の専門性が発揮できていないと感じ，助産師としての自
己効力感が危ぶまれる。職業的アイデンティティを高め
るためには，助産師としてのコンピテンシーを持つこと
が重要であり，助産師自身もそれを認識する必要がある
と考える。

2 ）助産師としてのビジョン
　【助産師としてのビジョン】の構成要素として《助産
観の醸成》，《役割モデルの存在》，《自己研鑽の機会》が
抽出された。　
　職業的アイデンティティ形成を高めるためには，モチ
ベーションを高める経験や理想とする助産師像を考え，
望ましい助産ケアを考えるという専門職の在り様の追
求31）， 助 産 師 が「 女 性 と と も に い る（being with 
woman）」ことを認識し，概念化すること25），助産師の
存在価値を学ぶ24）こと，助産婦の独自性の追求26）などが
影響していた。助産師は女性との関わりを通して職業価
値を見出し，自分なりの助産哲学を含めながら助産観を
醸成していることが窺えた。　
　また，助産師の役割モデルの存在19），20），23）は，自己の
将来像を呈しその姿に近づこうとする意欲や願望23）とな
ることから，目標となる助産師の存在は，自己実現への
目標を設定することができ，職業継続・就業継続を可能
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にすると考える。
　加えて，新人助産師研修28），リーダーシップ研修29）な
ど，キャリアラダーに応じた研修への参加は，ピアグルー
プの機会となり，自己成長に気付いたり，今後の目標を
確認したりすることができる。さらに，継続した自己研
鑽と後輩育成への責務22），継続的に専門能力を育成す
る27）ことは，指導力が高められるだけではなく，自分自
身の助産観を言語化する機会にもなる。また，大学院の
学びを強みにした看護研究活動19）や助産研究への発展21）

に取り組むことは，日々の助産実践を評価し，よりよい
助産ケアを目指した自己研鑽の機会となる。
　これらのことから，職業的アイデンティティを高める
ためには，助産師としてのビジョンを具現化するための
目標を設定し，達成していく過程が重要になると考える。　

3 ）ワークエンゲイジメント
　【ワークエンゲイジメント】の構成要素として《メン
ターの存在》，《キャリアデザイン》，《肯定的評価》が抽
出された。
　新人助産師は，学生時代と就職後の助産師の仕事認識
のギャップ20）により職業的アイデンティティ形成が脅か
されやすい。そのため，新人助産師にとって，学生時代
に教員からの精神的支援を受けた経験 20）先輩助産師の
精神的支援20）や自分を支えてくれる存在19）がいること
は，心理的支援となる。新人期に自分の職場に対する安
心感や自分の業務に意義を見出せること，周囲との人間
関係を作ることができることは職業継続になる19）ことか
ら，管理者は新人助産師の職業レディネスを把握し，リ
アリティギャップに適応しながらキャリア構築できるよ
うに支援する必要がある。
　生涯のキャリアプランとして地域助産師を続けるこ
と22）や所属する組織が助産婦職としての方向性を明らか
にする26）こと，将来の展望を明確に持つ20）ことや自分の
キャリアパスを設定し，それを常に意識して行動する23）

ことは，助産師としてのキャリアデザインが明確になり，
職業継続が可能になる。また，キャリアを構築している
助産師にとって，職場内で評価されること26）は，助産師
としての実践力や職業遂行能力が評価されることにな
り，モチベーションが高められる。一方，助産業務を上
司に理解してもらえないことへの無力感19）や（医療介入
により）助産師としての実践的な技術が評価されないこ
と21）は，助産師の職業価値を見出せなくなり，職業的ア
イデンティティ形成は危ぶまれる。
　これらのことから，管理者から支援されている実感は，
組織における存在意義を認識することができるため，
ワークエンゲイジメントが高まる。そして，助産師が就
業継続することで人員確保となり，妊産褥婦への助産ケ
アの質も向上し，組織にとってもプラスの効果になる。

そのため，管理者はスタッフの職業的アイデンティティ
形成に大きな影響を及ぼすことを念頭に置き，形成的評
価を行いながら助産師の職業的アイデンティティを支持
する関わりが重要であると考える。

4 ）専門性を発揮する職場環境
　【専門性を発揮する職場環境】の構成要素として《職
場環境への満足》，《多職種との円滑な連携》が抽出され
た。
　職場環境は，就業継続に最も影響を及ぼす要因となる。
組織や所属部署からサポートされている実感がない21）こ
と，混合病棟など配置された職場の環境が自分の考えて
いた助産師のいる職場とはかけ離れていたこと19），地域
助産師は収入が少なく，行政のサービスでは役割を発揮
できない現状22）など，職場環境に対する不満足は職業的
アイデンティティ形成を脅かす要因となる。
　また，医師との協働に関する戸惑い26）や医学主体の産
科医療27）は助産師としての専門性を発揮できず自己効力
感が危ぶまれ，職業的アイデンティティ形成が脅かされ
やすい。そのため，ケア体制の重要性を認識24）し，他職
種との密接な連携26）を持つことで，チームワークが発揮
されて円滑な連携となり，それぞれの専門性を発揮でき
る職場になると考える。

3 ．助産師の職業的アイデンティティ形成への支援
1 ）助産師教育における支援
　助産学生の職業的アイデンティティの形成には，分娩
介助実習が最も影響することから，否定的な感情を伴う
体験が生じても，そこから学生が自己課題を見出し，実
習目標の到達に向けて，自己効力感を高めていくような
支援が求められる。教員は，学生 1 人 1 人のレディネス
や心理状況に配慮した学習支援を行うことが重要とな
る。

2 ）職場における支援
　助産師の職業的アイデンティティ形成には，専門性を
発揮する職場環境が重要であることから，助産師に求め
られる必須の実践能力である 4 つのコア・コンピテン
シー〈倫理的感応力〉・〈マタニティケア能力〉・〈ウィメ
ンズヘルスケア能力〉・〈専門的自律能力〉32）を目標に掲
げ，努力し続けることが助産師に求められる。そのため，
管理者は，周産期医療の向上や助産ケアの質を高めるた
めに，病棟を構成するスタッフの心身の健康に配慮した

「働きやすい環境」を目指したマネジメントが求められ
る。
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Ⅴ．結　語

　助産師の職業的アイデンティティ形成の起点は，職業
選択時であり，助産学生の経験が基盤となっていた。
1 ．助産学生は，実習での肯定的な体験や支援を受けて

《自尊感情》を高め，《実習目標到達》することで【自己
肯定感】を持つことができる。また，助産師としての将
来の《キャリアデザイン》を描くことや《自己研鑽の機
会》により【自己実現へのビジョン】が明確になり職業
的アイデンティティ形成は高められる。
2 ．助産師は，《自尊感情》を持ち《職業的自己効力感》
が高まることで【助産師としてのコンピテンシー】が強
化される。助産実践の経験は《助産観の醸成》となり，《役
割モデルの存在》や《自己研鑽の機会》を通して【助産
師としてのビジョン】が具現化される。
　職場の《メンターの存在》は心理的支援となり，《キャ
リアデザイン》を描くことや職務に対する《肯定的評価》
を得ることにより【ワークエンゲイジメント】も強まる。
さらに，《職場環境への満足》や《他職種との円滑な連携》
は，【専門性を発揮する職場環境】となり，キャリア構
築に向けて職業的アイデンティティ形成は高められる。
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